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自動車の排ガスなどの高温排ガスに含ま
れる NOxは、公害を引き起こすガスとして
排出規制が年々強化されている。これに対
して、自動車用エンジンでは化石エネルギー
の使用量の低減と排出CO2の削減を目的と
して、ハイブリッドシステムが利用される
とともに、燃料の希薄燃焼技術によるリー
ンバーン型やディーゼル型の高燃費エンジ
ンへの転換が進んでいる。しかし、その燃
焼過程では高い酸素濃度が必要なため、排
出される排ガス中の酸素濃度が高く、触媒
方式によるNOxの連続分解は技術的に難し
い。そのため、高燃費エンジンの酸素濃度
が高い排ガスの浄化に利用できる浄化技術
の開発が世界的にも求められている。
当研究グループでは、イオン伝導性セラ
ミックスを用いた電気化学リアクターによ
るNOxの電気化学的な浄化技術の研究を進
めており、酸素3%以上のNOx含有ガスを電
気化学リアクターによって低電力で選択的
にN2とO2に連続分解することに成功してい
る1, 2）。この技術は、還元剤などを組み合わ
せた従来の触媒方式による浄化法に比べて、
直接的に NOxを電気で分解して浄化するた

め、ゼロエミッションのガス浄化法として
注目されている。
しかし、触媒方式と比較した場合、電気

化学リアクターシステムでの問題は、リア
クター作動のために電力を必要とすること
であった。この問題の解決の一つとして、
熱を電気に変換するセラミックス材料（熱電
変換セラミックス）を利用することにより、
排ガスとともに排出される廃熱と外気との
温度差を利用して電力を発生させ、それを
電気化学リアクター用の電力として利用す
ることを検討した（図1） 3）。その結果、酸化
亜鉛と酸化コバルトセラミックスを素子と
して用いた熱電変換セラミックスモジュー
ルを利用し、400ppmNOx ‒ 4.7%O2のガス条
件で、500℃の温度差を形成することによ
り、熱電セラミックスの発電による電力で、
電気化学セルで約20%のNOxの分解を連続
的に行うことができた。これにより外部か
らバッテリーなどで電力を供給せずに、熱
電変換材料による電力だけを利用する電気
化学デバイスの自立作動を世界で初めて実
証することに成功した（図2）4）。

藤
ふじしろ

代芳
よしのぶ

伸

先進製造プロセス研究部門

関連情報
● . ）1002（ 41-11 .oN ,1 .lov ,yadoT TSIA：信正野淡 ）1 
● . ）3002（ 31 ,9 .oN ,3 .lov ,yadoT TSIA：伸芳代藤 ）2 
● . ）日11月11年4002（ 聞新業工刊日 ）3 
● . ）4002（ 8701-5701 ,]5[211 ,.npJ .coS .mareC .J :,.la te ,orihsijuF .Y ）4 

図1　廃熱発電を利用してNOxを浄化
するセラミックリアクター

図2　開発した廃熱発電を利用
するセラミックリアクターによる
NOxの浄化


